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ハノイの集合住宅・団地の歴史、背景 
　ハノイの団地には日本では考えられないような住
戸の増築、オープンスペースの占拠が目立つ。その
ためオープンスペースは狭まっているが、かえって
生活があふれ出し活気づいているように見える。将
来のアジアの団地再編を考える上で、このような人々
の自力更新の実態、空間形成の経緯を知ることは重
要である。
　ハノイは 1010 年、李王朝により首都に選ばれ城
ができた。その城郭跡は現在の地図を見ても明らか
に残っている。その後フランスの植民地となり、フ
ランス式の都市計画が行われた。フランスから独立
後、ベトナムの首都となったハノイには、南部へ移
住していた人たちが帰郷してきたことと、農村から
都市への移住者の増加とが重なり住宅不足が深刻化
した。
　さらにベトナム戦争が始まり、ハノイには官僚、軍
人などが集められ人口は急増、集合住宅団地の建設が
すすめられた。戦争中のこの時期にはソ連の計画理論
を用いた集合住宅団地が国家予算で建設された。これ
は、戦時下の北ベトナムがソ連や北朝鮮から多大な財
政的、技術的支援をうけていたためである。
　終戦後、ベトナムが再統合されると、再び地方か

らハノイへと人口が集中、住宅問題はより深刻なも
のとなった。市域を拡大しつつ、大規模な集合住宅
の建設がさらにすすめられた。その計画は建設省と
様々な研究所により研究されたが、相変わらずその
規模は狭小で、暑い気候にはそぐわない通風の確保
されないプランは改善されず、低質な設備の集合住
宅が数多く建設された。
　近年ドイモイ政策が導入され、ベトナムは目覚まし
い発展を遂げている。社会主義は見直され、市場経済
主義を導入、住宅政策に関しても転換が図られ、退職
金代わりに住宅の安価での払い下げがすすめられた。
この一方で、住宅面積や通風を確保するための自己修
繕、増改築が居住者の手によって進められた。
　住宅の量的充足が進まなかった時期、政府は一時
期、既に専有している部分の土地について占有権が
認めた。そのため、現在の増築や土地の占拠がすべ
て不法とは言えない。とはいえ、団地の中では一階
住戸の店舗化店舗に連続した中庭の占拠や住宅の増
築が至る所にみられ。それが空間的魅力となってい
るともいえる。
　本稿では、以下でドイモイ政策以前に建てられた
集合住宅団地の概要、その後の住民の自力更新によ
る再編について紹介する。
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ハノイ団地の立地、配置計画
　ハノイには図 2 に示すように団地
が随所に点在する。その多くはベト
ナム戦争時、ソ連の計画理論を応用
して建設されたものである。当時の
ソ連は団地内に、生活に必要な施設、
学校、公共文化施設、サービス、市
場などがまとまって配置するソ連型
のスーパーブロック近隣住区理論を
用いており、初期の団地は高級官僚
のための住宅であった。
GIANG  VO 団地の配置計画
　今回主に図２で示す 4 つの団地を
観察調査した。本稿では、そのうち、
1970 年代に建設された典型的な団
地として GIANG VO 団地を取り上
げる。

　当初の配置計画図を図３にしめ
す。
GIANG VO 団地は中央に湖をもち、
その周囲に位置する 4 つの住区から
なっている。平行に配置されたプレ
ハブ構造の５階建て住棟は 27 棟建
設された。団地の中央部、湖の横に
は商店と高等学校があり、各住区の
中央には幼稚園と保育園が 1 つずつ
計画、配置されていた。
計画当初の
              GIANG  VO 団地周辺状況
　当時の団地周辺の集落の様子を当
時の地図から読み取る。

・周辺の街並み
　もともと団地周辺には建物はな
く、川筋が定まらない、豊かとは言
い難い農地であった。

・寺の作り出す空間　
　GIANG VO という集落があり、そ
こにあった寺は、小さな池とともに
現在もひっそりたたずんでいる（図
16）。寺に飾られている昔の寺周辺
の絵（図 5）からも周辺には何もな
かったことがわかる。
GIANG　VO 団地の計画からの変化
　図 3 にみられる団地内の住棟の配
置計画や、周辺の環境が現在どれほ

 ① GIANG  VO 団地
 　住棟数　27　
　ホテル　学校　幼稚園　大使館
　 

② NGUYEN  CONG  TU 団地
　住棟数　16　
　マーケット　幼稚園

③ KIM  LIEN 団地　
　住棟数　44　　
　学校　幼稚園　保育所　保育センター　
　技術者住宅　人民委員会　マーケット　
　郵便局

④ KHUONG  THUONG  団地
　住棟数　12　　幼稚園
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高層集合住宅
への建て替え
10 階社宅へ
の建て替え

増築範囲

建替え工事中

図３  GIANG  VO 団地の計画配置図 図４  GIANG  VO 団地 現状図

図２  ハノイ広域　団地分布図

図５　昔の寺周辺の絵
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ど変化しているのかを、現地調査を
もとに説明する。
　図６の建物からもわかるように、
住棟の外壁には増築が飛び出すよう
についており、その密度は周辺集落
と類似するものがある。図７のよう
な高層分譲集合住宅や業務ビル新
設、建て替えを目的とした住棟の取
り壊しが現在進行中で、この団地の
周辺の変化と同じく、団地内も大き
く変化している。 
団地内空間利用 

・住棟のファサード
　住棟のファサードは、図６のよう
にオリジナルの黄色い団地の外壁
に、鳥かごのような増築がひしめき、
一階の店舗部分は、看板と増築で元
の状態がわからない。団地の外壁に
は各住戸の人たちが作り出す構造が
表出することになり、独創的なファ
サードとなっている。この住棟は、
10 年程前住棟を１棟を百貨店の社
宅として建て替えたもので、10 階
建の高層建物となっている。10 年
間にこれほどの増築がついたという
ことになる。

・湖に隣接する環境　
　ハノイの団地は湖を取り込んでい
るものが多い。ハノイは水はけの悪
い土地であったため、湖を掘り、出
た土で造成をしたためである。

　湖の周りは、日本のように柵を巡
らせておらず、人と水との距離は近
い。釣りなどをして楽しむ人たちの
憩いの場となっている（図 8）。こ
の写真の右に映っている高層の建物
はホテルである。計画住棟一棟と隣
の棟の一部を取り壊し建てられた。

・バイクの団地内への影響
　ハノイの人たちの主な交通手段は
バイクである。団地内には広い空き
地があり、これが駐車場となってい
る（図 9）。オープンスペースには
必ずと言っていいほどバイクがおい
てあり、道を狭めている。各住棟の
階段には、バイクを上げるための細
長いスロープが整備されている（図
10）。

・オープンスペースの利用　
　図 11、12、13 はオープンスペー
スでの人の活動例である。図 11 は
家の前でボードゲームをしていると
ころにさらに子供たちが群がってい
る様子である。あちこちの団地内外
でこの光景はみかけることができ
る。図 12 では、路上での散髪屋の
光景である。工事中の塀を利用した、
いかにも屋内といった雰囲気であ
る。こういった例は他の団地でも見
られた。図 13 は住棟と住棟の間の
中庭空間である。増築により程よく
狭まった中庭の木々にひもをかけ、

テントを張って飲食店を営業してい
る。プラスティックのスツールを何
脚も積み重ねており、何人客が来て
も店は無限に広げられる。
　このように、団地内ではそれぞれ
の人々が自由に自分たちの活動をし
ている。
現在の GIANG  VO 周辺状況

・周辺の街並み
　GIANG VO 団地に隣接して、国際
見本市会場があり、周辺は急速に高
密度化、高層化が進んでいる。周辺
は、４、5 階建てから 10 階建ての
搭状の住宅がびっしりと建てられて
いる。1 階は店舗、２、３階は事務
所になっており、さらに上階に家族
が暮らしている（図 14）。市街地の
中には、GIANG VO 団地と同時期に
建てられたと思われる数棟の小規模
団地も残っている（図 15）。

・周辺集落内部
　GIANG VO 集 落 も、 細 い 路 地 に
沿って高い建物がぎっしりつまって
おり、薄暗い。路地を歩くと、左右
の家に暮らす人々の生活の姿が目に
入る。この細い路地を、当然のよう
にクラクションを鳴らしながらバイ
クが入ってくる（図 17）。集落にあ
る寺の祭を媒介に、GIANG VO の団
地と集落の人々が交流しつつあると
いう。

図６  住棟のファサード　密度の濃い増築が外壁を覆う 図７  高層建築物への建て替え
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 （講演：2012 年５月 15 日）
 （調査：2012 年 2 月 28 日〜 3 月 4 日）

レクチャー：鳴海 邦碩 ( 関西大学 客員教授 )・岡 絵理子 ( 関西大学 准教授 )
　　　　　　福本 優・坂口 文彦・中尾 礼太（関西大学大学院 博士前期課程）
　執　筆　：中尾 礼太（関西大学大学院 博士前期課程）

図 12  屋外散髪

図 13  住棟間につくられるテント空間

図 11  入り口前でのボードゲーム

図８  池のほとりに集まる人々

図 14  細くて高い建物が並ぶ

図 15  周辺の団地

図 16  密集市街地内の寺

図 17  密集市街地内の寺

図９  空き地に停められるバイク群

図 10  段差に用意されたスロープ
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